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多量に存在し,鼻粘膜上皮細胞にはトロンビン受容体(PAR- 1, protease-activated receptor- 1)が発現
している.我々はトロンビンなどの凝固因子が,鼻粘膜上皮細胞からの粘液産生やplatelet-derived
















胞株であるNCI-H292細胞をplastic dish上で24時間培養し, TNF- α (long/ml)刺激による粘液分























































ト鼻粘膜上皮の粘液産生モデルを使用し、 in vitroではヒ上気道上皮細胞からの粘液分泌、 IL-8
産生に対して検討し、以下の点を明らかにした。
1)未分画-パリンはLPS刺激によるラット鼻粘膜上皮の粘頓産生と好中球浸潤を有意
に抑制し、培養気道上皮細胞からのTNF-α刺激によるMU5AC蛋白とMUC5AC mRNA、
およびIL-8産生を浪度依存性に抑制した。
2)低分子-パリンもLPS刺激によるラット鼻粘膜上皮の粘液産生と好中球浸潤を浪度依存
性に抑制し、培盤気道上皮細胞からのTNF-α刺激によるMU5AC蛋白、 IL-8産生を沸度依存性
に抑制した。
以上のように本論文は、 -パリンの気道上皮に対する粘液過分泌抑制作用について明らかにし、
臨床における難治性上気道炎症の新たな治療旗の開発に進展することが期待されるものであ
り、最終試験として論文内容に関連した試問を受け、博士(医学)の学位論文に値するものと
認められた。
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